
第三回
千代川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

取組状況

資料－３



１．逃げ遅れゼロに向けた迅速且つ的確な
避難行動のための取組
（1）平時からのリスク情報の周知に関す
る事項

① 想定最大規模降雨による浸水想定区域図、氾濫シミュレーションの公表
② 想定最大規模降雨による浸水想定区域図に基づくハザードマップ（総合防災
マップ）の作成・周知

【実施項目】
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■想定最大規模降雨による浸水想定区域公表 ①
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■想定最大規模降雨による浸水想定区域公表 ①

計画規模洪水 鳥取県庁・市役所周辺拡大図 想定最大規模洪水 鳥取県庁・市役所周辺拡大図
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■想定最大規模降雨ハザードマップ（総合防災マップ）の作成 ②

○平成28年6月に公表された想定最大規模降雨による浸水想定区域図に基づき、総合防災マップ（ハザードマップ）を
作成。
○平成29年5月公表予定。

想定最大規模
洪水の浸水エリア明示

※マップは現在作成中であり、イメージです。
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１．逃げ遅れゼロに向けた迅速且つ的確な
避難行動のための取組
（２）発災時の迅速かつ確実な避難に関
する事項

⑪ 千代川本川において、堤防の浸透対策、パイピング対策を実施
⑫ 千代川本川上流域について、重点的に流下能力対策を推進
⑬ 千代川本川及び袋川において、堤防天端の保護を目的とした舗装を実施
⑭ 避難行動、水防活動に資する情報基盤の整備
⑮ 災害時に活動拠点となる施設の電源設備の耐水性の確保
⑯ 避難経路や水防活動の進入路となる道路、堤防管理用通路の浸水時の動
線の確保

【実施項目】
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■洪水を未然に防ぐハード対策 ⑪⑫

○千代川本川において、堤防の浸透対策、パイピング対策を行う。
○千代川本川上流域について、重点的に流下能力対策を推進する。

堤防のかさ上げ

【完成された堤防】【未完成の堤防】

浸透・侵食対策

整備箇所
（次頁参照）

※流下能力が著しく不足している、あるいは漏水の実績があるなど、優先的に整備が必要な区間について、平成３２年度を目途に堤防のかさ
上げや浸透対策などの対策を実施。
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河川水の浸透による
堤防破壊
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■堤防の浸透対策、パイピング対策 ⑪ 千代川18k800～19k200付近

横断図
千代川

佐貫大橋

宇戸川

大智谷川

堤防強化

（浸透対
策）

L=400m

佐貫橋

【徳吉地区】
○堤防詳細点検の結果、浸透破壊に対して所定の安全性が確保されていないと判定された徳吉堰の左岸側堤
防について、堤防強化工事（ドレーン工）を実施することにより水害リスクの低減を図ります。
○平成28年度に、宇戸川合流部から大智谷川まで約400mを施工しました。

平面図（写真） ドレーンを整備することで、堤防内の浸透水
位を低くし、堤防の破壊（すべり）を防ぐ

ドレーン

徳吉堰

工事中
ﾄﾞﾚｰﾝ
材

施工後
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■上流地区流下能力対策 ⑫ 洪水を未然に防ぐハード対策

完成

実施中
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各地点の治水安全度

【河床掘削・八日市堰改築】
○ 佐貫地区・八日市地区では、固定堰による洪水時の水
位のせき上げや堆積した土砂による河川断面不足が生じ
ています。

○平成26年度より、洪水に対する安全度を向上させるため
佐貫地区の河川内に堆積した土砂の撤去を実施しており、
平成28年度より八日市堰の改修工事（上流移設）に着手
しています。

○平成26年度は堰上流付近に堆積している土砂等を撤去し、洪水に対する安全度を向上させました。

○ 平成26年度の土砂撤去だけでは洪水に対する安全度を確保できないため、平成27年度以降も河床掘削を推

進し、目標とする「戦後最大洪水である昭和54年10月洪水と同規模の洪水（当該箇所では概ね20年に1回程

度の洪水）」に対する安全度を確保します。

■上流流下能力対策（八日市地区） 千代川18k800～20k900

（旧）八日市堰

千代川
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■危機管理型ハード対策 ⑬ 千代川18k800～20k900

【千代川天端舗装】
○H27年9月の関東・東北豪雨を契機として、新たに「水防災意識社会再構築ビジョン」として、全ての直轄河
川とその沿川市町村において、平成32年度を目途に水防災意識社会を再構築する取組を行っています。
○千代川では洪水を安全に流すためのハード対策」に加え、氾濫が発生した場合にも被害を軽減する「危機管
理型ハード対策」を導入し、越水等が発生した場合でも決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう堤防構造を
工夫する対策（堤防の天端舗装）を実施中です。

舗装前の堤防天端状況 舗装後の堤防天端状況

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装実施
砕石（不陸有り）

完成

実施中

実施中

実施中
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■避難行動、水防活動に資する情報基盤の整備 ⑭

【プッシュ型の洪水予報等の情報発信】
○平成２８年９月から、国が管理する２河川（関東：鬼怒川、四国：肱川）の沿線市長ションにおいて緊急速
報メールを活用した洪水情報（※1）のプッシュ型配信（※2）に取り組んでいます。
○平成２９年５月から、千代川水系（鳥取市）においても、配信を開始しました。

千代川newsにて広報（平成29年4月号）
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■避難行動、水防活動に資する情報基盤の整備 ⑭

○千代川news（平成29年4月号）
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■避難行動、水防活動に資する情報基盤の整備 ⑭

【危険箇所の監視】
○平成２８年度に、簡易水位計４箇所（全９箇所）、ＣＣＴＶ1箇所新設し、危険箇所の監視体制を構築しま
した。

表 河川CCTVカメラ一覧表

1 千代川 左岸0.0k 千代川河口

2 千代川 左岸1.1k 賀露水位観測所
3 千代川 右岸1.8k 袋川合流部
4 千代川 左岸2.8k 鳥取大橋
5 千代川 右岸3.7k 八千代橋
6 千代川 左岸4.2k 安長水防倉庫
7 千代川 左岸5.0k 行徳水位観測所
10 千代川 右岸5.5k 新袋川合流部
11 千代川 左岸6.4k 菖蒲排水樋門(外水位)
13 千代川 左岸7.4k 因幡大橋
14 千代川 右岸8.2k 源太橋下流
18 千代川 左岸10.0k 向国安
20 千代川 右岸11.9k 新円通寺橋
56 千代川 － 千代川広域監視
- 千代川 左岸15.0k 袋河原水位観測所
26 千代川 左岸17.5k 桜づつみ公園
27 千代川 左岸17.9k 佐貫第二排水樋管
28 千代川 左岸18.8k 佐貫排水樋管
34 千代川 左岸25.2k 用瀬水位観測所
45 新袋川・袋川 右岸1.0k 美保橋
46 新袋川・袋川 右岸1.8k 興南大橋
47 新袋川・袋川 右岸3.2k 大杙堰
48 新袋川・袋川 右岸4.9k 新今在家橋
49 新袋川・袋川 右岸5.6k 宮ノ下水位観測所
50 新袋川・袋川 左岸6.4k 町屋広場
51 新袋川・袋川 右岸7.1k 麻生排水樋管
52 新袋川・袋川 右岸8.0k 麻生排水樋門
53 新袋川・袋川 右岸9.2k 谷広場
54 新袋川・袋川 右岸9.4k 谷水位観測所
36 袋川 左岸1.1k 浜坂江津橋
44 袋川 右岸3.2k 湯所川排水機場１
55 八東川 左岸1.0k 片山水位観測所
57 千代川 右岸5.3k 古市

箇所
（河川距離標）

整理
番号

CCTV（カメラ）名称河川名

簡易水位計設置状況（千代川右岸4k230付近）

水位計センサー

制御装置
データ送信装置

制御装置
データ送信装置

CCTV設置状況（千代川 古市）

千代川

JR山陰本線
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■災害時に活動拠点となる施設の電源設備の耐水性の確保 ⑮

【鳥取市役所新本庁舎の耐水性の確保】
○想定最大規模降雨による浸水想定区域図を参考に新庁舎の電源設備の設置箇所、新庁舎の仕様を検討

鳥取市役所新本庁舎イメージ

新本庁舎
新本庁舎イメージ

具体的な取組方針

鳥 鳥 気 鳥

取 取 象 取

市 県 台 河

川

実施設計

施工 H31年度完成予定

　・新本庁舎の耐水性の確保 平成31年度 ○

10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月取組内容 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月

第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 第一四半期 第二四半期

平成32年度

事　　　項
第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期

実施期間

実施する機関 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期

○工程（予定）
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■避難経路や水防活動の進入路となる道路、堤防管理用通路の浸水時の動線の確保 ⑯

国道29号

千代川

国道29号へアクセス

幹線道路である国道29号にアクセスできる構造に改善

低地に孤立する集落から堤防天端へアクセスできるよう改善
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千代川

アクセス坂路無し

(市)排水機場 (国)北川排水機場

【参考】北川排水機場稼働実績

幹線道路である国道29
号及び国道53号へ堤
防天端からアクセスで
きるように動線を確保
が必要

有富川

砂見川

○平成２８年度に、千代川左岸源太・向国安地区（鳥取市菖蒲～倭文）について現地調査しました。
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■避難経路や水防活動の進入路となる道路、堤防管理用通路の浸水時の動線の確保 ⑯

向国安箇所

■向国安地区の水防活動・避難動線確保の検討

1km以上にわたってアクセス通路がなく、水防活動・集落からの避難動線
確保のためのアクセス通路（階段、坂路）を検討

幹線道路（国道）へのアクセス通路を検討
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車両進行方向

7k470付近

GH=11.5 12.0% 12.0%

22.5m22.5m

国道29号(因幡大橋)へのアクセス通路

8.0%
堤防高
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